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大正３年桜島噴火と

　　　　　　その記録
生涯学習課 文化財係  ☎ 0986-76-8873

今
年
は
、大
正
３
年
（
一
九
一
四
）

の
桜
島
噴
火
か
ら
１
１
０
年

の
節
目
の
年
で
す
。

　

大
正
３
年
１
月
12
日
午
前
10
時
５

分
、桜
島
が
大
噴
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
本
が
20
世
紀
に
経
験
し
た
最

大
規
模
の
噴
火
で
し
た
。
桜
島
南
岳
を

挟
む
東
西
の
山
腹
に
い
く
つ
も
の
噴
火

口
が
形
成
さ
れ
、
約
２
立
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
溶
岩
流
・
軽
石
・
火
山
灰
が
放

出
。
桜
島
の
５
つ
の
集
落
が
消
滅
し
、

桜
島
と
大
隅
半
島
も
陸
続
き
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
噴
火
の
終
息
に
は
１
年
数

カ
月
を
要
し
、
市
内
各
地
で
軽
石
や
火

山
灰
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

当
時
、
恒
吉
の
宗
像
政
包
の
記
録
に

は
『
１
月
10
日
の
夜
か
ら
小
地
震
５
～

６
回
、
11
日
に
な
っ
て
地
震
１
時
間
に

５
～
６
回
、12
日
午
前
10
時
に
な
る
と
、

西
の
方
か
ら
黒
雲
が
東
の
方
に
流
れ
て

来
る
と
、
見
る
間
に
雷
鳴
が
起
こ
り
軽

石
が
降
っ
て
き
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち

世
間
が
暗
く
な
り
、
家
の
中
は
点
灯
し

な
い
と
物
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
噴
火

爆
発
の
音
が
轟
々
と
連
続
し
、
そ
れ
に

雷
鳴
が
混
じ
り
、
大
小
地
震
は
間
断
な

く
、
家
屋
は
絶
え
ず
動
揺
し
、
軽
石
灰

と
混
合
し
て
、
雨あ

め

霰あ
ら
れと
降
り
だ
し
、
誠

に
も
の
凄
い
有
様
に
な
っ
た
。
一
昼
夜

で
、
砂
石
灰
が
平
地
で
15
㌢
以
上
、
吹

き
込
み
の
所
は
30
㌢
以
上
積
も
っ
た
』

と
あ
り
ま
す
。
同
じ
く
恒
吉
の
勝
目
政

隆
の
『
櫻
島
噴
火
記
』
に
も
、
ほ
ぼ
同

様
の
記
録
が
あ
り
、
凄
ま
じ
い
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
噴
火
の
記
録
を
石
碑
と

し
て
刻
ん
だ
事
例
も
あ
り
ま
す
。
大
隅

町
の
東
坂
元
公
民
館
に
は
、
同
年
４
月

３
日
に
竹
迫
喜
助
が
建
立
し
た
噴
火
記

念
碑
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
梶
ヶ
野

公
民
館
敷
地
内
、
末
吉
町
仲
町
の
個
人

宅
に
も
噴
火
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
桜
島
の
被
害
に
遭
っ
た
地
区

は
ボ
ラ
土
（
軽
石
）
に
覆
わ
れ
、
農
業

に
適
さ
な
い
土
壌
で
し
た
。
そ
こ
で
昭

和
30
年
代
ま
で
に
、「
ボ
ラ
抜
き
」
と

呼
ば
れ
る
除
去
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
記
念
碑
が
大
隅
北
地
区
公
民

館
敷
地
内
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　

活
火
山
と
共
存
す
る
私
た
ち
で
す

が
、
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
火
山
災
害

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
防
災

に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

東坂元の
桜島噴火記念碑 櫻島噴火記

　

桜
島
は
安
永
８
年
（
一
七
七
九
）
に
も
大

規
模
噴
火
が
あ
り
、
記
念
碑
が
大
隅
町
の
笠

祇
神
社
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
噴

火
に
関
す
る
記
念
碑
や
記
録
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

←至  霧島
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